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○施策シート目次 

 

政策５ 「まち」を形づくる（政策分野：都市整備・公共交通） ·········· P1 

政策６ 「八戸らしさ」を活かす 
（政策分野：シティプロモーション・観光・国際交流） ········ P31 

 

 

○施策シートの見方 

■基本的な考え方 

 各政策の基本的な考え方を総合計画の冊子から転記しています。 

■施策の体系 

 各政策の内容を体系的に掲載しています。 

 ・政 策…市が目指すべきまちづくりの方向を示すものです。 

・施策の方向性…政策を推進するために、どのような方向性で施策を展開していくのかを

示すものです。 

・施 策…施策の方向性ごとに、今後の方策を示すものです。 

 

■各施策について、施策の内容のほか、以下の項目を記載しています。 

（１）施策を推進するための事務事業 

  施策を推進するための事業について、代表的な事業と担当課を記載しています。各事業

の具体的な内容については、第７次総合計画付属資料「令和４年度 政策を推進するため

の事業一覧」に掲載しています。 

（２）市民アンケートの結果 

  施策の進行管理を目的として、令和４年６月に実施した市民アンケートの調査結果（施

策の満足度）を記載しています。 

（３）進行管理指標の動向 

  施策の進捗状況を確認するための指標の動向を記載しています。 

（４）施策の進行状況に対する市の自己評価 

  市民アンケートの結果及び進行管理指標の動向に基づく、市の自己評価及び評価理由を

記載しています。 

（５）施策に対する委員会の評価 

  （４）に記載した市の自己評価の妥当性を審議いただき、記入する欄を設けています。 

（６）施策を推進するための委員会からの意見 

  施策を推進するための委員会からの意見を記入する欄を設けています。 
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政策５ 「まち」を形づくる（政策分野：都市整備・公共交通） 

 
＜基本的な考え方＞ 

道路や上下水道、公園などの都市基盤施設や、路線バスや鉄道などの公共交通は、「まち」

の基盤として市民の日常生活や円滑な事業活動を支えており、これらの基盤を整えることは、

利便性や快適性、安全性を高め、市民の暮らしやすさの向上や更なる産業経済の発展につな

がります。 

これまで、当市では、市民が快適な生活を送ることができるよう、八戸市都市計画マスタ

ープランを策定し、それぞれの地域が持つ特色を活かした良好な市街地形成を進めるととも

に、安全で利便性の高い暮らしの実現と産業経済活動の活性化が図られるよう、道路や橋り

ょう、上下水道の整備推進や港湾の整備促進に取り組んできました。 

また、市民生活に潤いをもたらす公園・緑地や河川の整備、市民生活に不可欠な墓地・斎

場を整備し、市民が生涯にわたって安心して暮らせる環境づくりを推進するとともに、「市民

の足」となる路線バスなどの地域公共交通の充実や地域間交流を支える鉄道や航空機などの

広域公共交通の確保に取り組んできました。 

こうした中、人口減少や高齢化の進行、多様化する自然災害、街区の再開発や新たな産業

への対応など、都市機能に求められるニーズは時代の変遷とともに変化しているとともに、

将来を見据えた既存施設の適切な維持管理も重要であり、これらを踏まえた更なる取組を推

進する必要があります。 

このようなことから、当市では、良好な市街地の形成や港湾・河川、道路・橋りょう、上下

水道等、公園・緑地、墓地・斎場の整備を進め、快適で潤いのある生活の確保と産業経済活動

の活性化を図ることで持続可能な「まち」の基盤をつくるとともに、市内外の移動手段を確

保するため、地域公共交通の維持や広域公共交通の充実を図ります。 

 

＜ 施策の体系 ＞ 

 

  

Ⅱ 市内外の移動手段 
  を確保する 

１．地域公共交通の維持 

２．広域公共交通の充実 

（
都
市
整
備
・
公
共
交
通
） 

政
策
５
「
ま
ち
」
を
形
づ
く
る 

Ⅰ 持続可能な「まち」 
の基盤をつくる 

１．良好な市街地の形成 

２．港湾・河川の整備 

３．道路・橋りょうの整備 

４．上下水道等の整備 

５．公園・緑地の整備 

６．墓地・斎場の整備 

政策 施策の方向性 施策 
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■ 施策の方向性Ⅰ 持続可能な「まち」の基盤をつくる 

施策１．良好な市街地の形成 

目 指 す 姿 

・都市基盤施設が充実し、快適に暮らすことができる良好な市街地が形成

されている。 

・都市機能が集積し、回遊性の高い快適な歩行空間が整備され、八戸の顔

としてふさわしい魅力的な中心市街地が形成されている。 

施策の内容 

良好な居住環境の整備や街並みに調和した景観形成を進めるとともに、八

戸市立地適正化計画に基づく都市機能や居住の立地促進を図ります。また、

中心市街地における都市機能の集積や回遊性の高い都市空間の形成を図る

とともに、総合的な空き家対策を推進します。 

 

（１）施策を推進するための事務事業 （25 事業） 

事業名称 担当部署 
事業一覧 
掲載ページ 

本八戸駅通り地区整備事業 まちづくり推進課 P 126 

湊地区まちづくり事業 まちづくり推進課 P 126 

都市計画道路３･５･１号沼館三日町線整備促進事業 道路建設課 P 126 

売市第二土地区画整理事業 都市政策課 P 126 

市街地整備調査事業 都市政策課 P 126 

売市第三地区土地区画整理事業(代替整備計画) 都市政策課 P 127 

八戸駅西地区エリアマネジメント導入検討事業 
都市政策課 

駅西区画整理事業所 
P 127 

八戸駅西土地区画整理事業 駅西区画整理事業所 P 127 

中心商店街空き店舗・空き床解消事業 まちづくり推進課 P 127 

中心市街地商業等活性化事業 まちづくり推進課 P 127 

花小路整備支援事業 まちづくり推進課 P 128 

中心市街地活性化協議会運営事業 まちづくり推進課 P 128 

中心市街地にぎわい形成事業 まちづくり推進課 P 128 

八日町番町地区まちづくり支援事業 まちづくり推進課 P 128 

中心街ストリートデザイン事業 まちづくり推進課 P 128 

八戸ポータルミュージアム事業 八戸ポータルミュージアム P 129 

八戸まちなか広場事業 八戸ポータルミュージアム P 129 

借上市営住宅整備事業 建築住宅課 P 129 

市営住宅等長寿命化事業 建築住宅課 P 129 

八戸市立地適正化計画改定事業 都市政策課 P 129 

景観形成推進事業 まちづくり推進課 P 130 

屋外広告物規制事業 まちづくり推進課 P 130 

無電柱化推進事業 道路建設課 P 131 

空き家等管理対策事業 都市政策課 P 131 

空き家活用・住みかえ支援事業 都市政策課 P 131 
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（２）市民アンケートの結果  

【設問】市民が快適に暮らすことができるよう、道路や公園の整備、中心市街地の歩行空間

の整備など、良好な市街地の形成が図られている。 

 

【参考】満足度（「満足」と「やや満足」を合わせた割合）の順位 33 位／全 55 問 

※「判断できない」と「無回答」を除いて集計したもの 

 

（３）進行管理指標の動向  
 

①空き店舗・空き地率 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：中心商店街７街区及び花小路の１階店舗の空き店舗・空き地率 

（単位：％） 

 

  

16.4 21.2

0.0
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100.0

R3 R4 R5 R6 R7 R8
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②中心市街地への来街者数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：中心市街地の主要 8 地点における休日・平日の 2 日間の合計歩行者通行量 

（単位：人） 

 

 

③中心市街地（三日町）の公示地価 資料：国土交通省（各年集計） 

指標の定義：標準値番号 八戸_5-5（三日町 4 番 1）の地価公示価格 

（単位：円／㎡） 

 

④空き家バンク登録物件の成約件数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：空き家バンクに登録された物件の１年間の成約件数 

（単位：件） 

 

⑤八戸駅西土地区画整理事業の進捗率 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：各年度末における土地区画整理事業の進捗率（事業費ベース） 

（単位：％） 
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（４）施策の進行状況に対する市の自己評価  

  ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 

（自己評価の理由） 

 空き店舗・空き地率は、令和４年度に 21.2%まで下降したが、新型コ

ロナウイルス感染症拡大により、実店舗へ足を運ぶ機会が遠のいた影

響等による商業施設の店舗の減少や、小売や飲食、金融機関などの路

面店の閉店が影響しているものである。 

 一方で、令和４年度は「中心商店街空き店舗・空き床解消事業補助

金」を活用した新たな出店が３件あり、空き店舗の解消に寄与してい

るほか、今後、新たな空き店舗対策として物件所有者を対象としたヒ

アリングを実施していきたいと考えている。 

 中心市街地への来街者数については、八戸ポータルミュージアムや八

戸まちなか広場でのイベントの効果もあり、回復傾向となっている。 

 空き家活用・住みかえ支援事業では、新たに空き家活用リーフレット

を作成して町内会に配布したほか、空き家のリフォームを空き家流通

促進事業補助金の対象としたことで、空き家バンク成約件数は着実に

増加しており、事業実施による効果が現れていると考える 

 このほか、駅西地区区画整理事業は令和 10 年度頃の工事完了に向けて

順調に進んでいる。 

 

（５）施策に対する委員会の評価  

 □ Ａ．市の自己評価が妥当と考える 

 □ Ｂ．市の自己評価が妥当でないと考える 

 

※Ｂとする場合には、次の４区分から委員会の評価を選定してください 

 □ ａ．非常に順調に進んでいる 

 □ ｂ．順調に進んでいる 

 □ ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 □ ｄ．順調に進んでいないため、改善の必要がある 

 

（６）施策を推進するための委員会からの意見  

施策を推進するための委員会からの意見 

・ 

 

・ 
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施策２．港湾・河川の整備 

目 指 す 姿 

・八戸港内の航行安全性が確保され、人や物の移動が円滑に行われている。 

・親水空間が確保されるとともに、治水対策により河川の氾濫による浸水

被害が抑えられている。 

施策の内容 

国や県、関係団体との連携により港湾整備の促進を図ります。また、河川

周辺の自然環境の保全を推進するとともに、河川の治水対策の推進及び促

進を図ります。 

 

（１）施策を推進するための事務事業 （5事業） 

事業名称 担当部署 
事業一覧 
掲載ページ 

港湾整備促進事業 港湾河川課 P 132 

河川改修促進事業 港湾河川課 P 132 

緊急自然災害防止対策事業 港湾河川課 P 132 

緊急浚渫推進事業 港湾河川課 P 132 

南郷地区排水路築造事業 港湾河川課 P 132 

 

（２）市民アンケートの結果  

【設問】八戸港を利用する船舶の安全性・利便性の確保や河川の氾濫による浸水被害の防

止対策など、港湾・河川の整備が図られている。 

 

 

 

【参考】満足度（「満足」と「やや満足」を合わせた割合）の順位 9 位／全 55 問 

※「判断できない」と「無回答」を除いて集計したもの 
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（３）進行管理指標の動向  
 

①準用河川土橋川の整備進捗率 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：準用河川 土橋川の計画的な治水対策の促進のための整備進捗率（補修済延長

／計画延長） ※工事は令和４年度から 

（単位：％） 

 

（４）施策の進行状況に対する市の自己評価  

  ｂ．順調に進んでいる 

 

（自己評価の理由） 

 緊急自然災害防止対策事業は大雨等の影響により土羽護岸が浸食を受

けているため、護岸の整備を行うものであり、令和４年度から工事に

着手し、令和 5年度も引き続き工事を予定している。事業は順調に進

んでいる。 

 

（５）施策に対する委員会の評価  

 □ Ａ．市の自己評価が妥当と考える 

 □ Ｂ．市の自己評価が妥当でないと考える 

 

※Ｂとする場合には、次の４区分から委員会の評価を選定してください 

 □ ａ．非常に順調に進んでいる 

 □ ｂ．順調に進んでいる 

 □ ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 □ ｄ．順調に進んでいないため、改善の必要がある 

 

（６）施策を推進するための委員会からの意見  

施策を推進するための委員会からの意見 

・ 

 

・ 
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100
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施策３．道路・橋りょうの整備 

目 指 す 姿 

・交通ネットワークを構築する道路や橋りょうが整備され、日常生活の利

便性が向上している。 

・市民や道路利用者が安全に道路や橋りょうを利用できている。 

施策の内容 

道路・橋りょうの整備や適正な維持管理に取り組むとともに、計画的な予

防保全による長寿命化を図ります。また、三陸沿岸道路や上北自動車道な

どの幹線道路の整備促進に加え、機能強化及び利活用の促進を図ります。 

 

（１）施策を推進するための事務事業 （23 事業） 

事業名称 担当部署 
事業一覧 
掲載ページ 

都市計画道路３･３･８号白銀市川環状線整備促進事業 道路建設課 P 133 

都市計画道路３･５･１号沼館三日町線整備促進事業 道路建設課 P 133 

高規格幹線道路整備促進事業 道路建設課 P 133 

主要道路整備促進事業 道路建設課 P 133 

三陸沿岸道路利活用促進事業 道路建設課 P 133 

八戸西スマートインターチェンジ利用促進事業 道路建設課 P 134 

八戸館地区農道整備促進事業 道路建設課 P 134 

無電柱化推進事業 道路建設課 P 134 

新井田白銀線歩道整備事業 道路建設課 P 134 

新大橋整備事業 道路建設課 P 134 

特定防衛施設周辺整備調整交付金事業 道路建設課 P 134 

社会資本整備総合交付金事業（道路） 道路建設課 P 135 

道路新設改良事業 道路建設課 P 135 

南郷地区道路新設改良事業 道路建設課 P 135 

ＬＥＤ防犯灯整備助成事業 道路維持課 P 135 

橋りょう長寿命化事業 道路維持課 P 135 

交通安全施設整備事業 道路維持課 P 135 

主要幹線舗装補修事業 道路維持課 P 136 

地域の安心・安全見守り活動推進事業（道路） 道路維持課 P 136 

道路維持補修事業 道路維持課 P 136 

道路改良事業 道路維持課 P 136 

橋りょう整備事業 道路維持課 P 136 

八戸市防犯灯ＬＥＤ化エスコ事業 道路維持課 P 136 
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（２）市民アンケートの結果  

【設問】人や物の移動が安全かつ円滑に行われるよう、道路・橋りょうの整備が図られて

いる。 

 

 

【参考】満足度（「満足」と「やや満足」を合わせた割合）の順位 12 位／全 55 問 

※「判断できない」と「無回答」を除いて集計したもの 

 

（３）進行管理指標の動向  
 

①都市計画道路の整備進捗率 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：各年度末の都市計画道路の整備進捗率（改良延長／決定延長） 

（単位：％） 

 

②道路の修繕完了率 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：舗装の個別施設計画に基づく道路補修の対応率（対応済延長／要対応延長） 

（単位：％） 

  

80.4 80.4

0.0
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③橋りょうの修繕等措置完了率 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：八戸市橋梁長寿命化修繕計画に基づき長寿命化対策が図られた橋りょうの割合

（対応橋梁数／要対応橋梁数） 

（単位：％） 

 

（４）施策の進行状況に対する市の自己評価  

  ｂ．順調に進んでいる 

 

（自己評価の理由） 

 道路及び橋りょうの修繕は、各種計画や住民からの要望等に基づき、

維持修繕を適切に実施しており、利用者の安全確保と施設の長寿命化

につながっている。 

 無電柱化推進事業として、中心市街地における計画５路線中２路線が

完了し、２路線も進行中であり、安全な歩行空間の整備が順調に進捗

している。 

 橋梁整備に関しては、新大橋整備事業が進んでおり、既に上部工（桁

仮設）までが完了し、供用開始予定である令和８年３月に向けて整備

が順調に進んでいる。 
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（５）施策に対する委員会の評価  

 □ Ａ．市の自己評価が妥当と考える 

 □ Ｂ．市の自己評価が妥当でないと考える 

 

※Ｂとする場合には、次の４区分から委員会の評価を選定してください 

 □ ａ．非常に順調に進んでいる 

 □ ｂ．順調に進んでいる 

 □ ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 □ ｄ．順調に進んでいないため、改善の必要がある 

 

（６）施策を推進するための委員会からの意見  

施策を推進するための委員会からの意見 

・ 

 

・ 

 

・ 
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施策４．上下水道等の整備 

目 指 す 姿 

・上水道が整備され、安全で良質な水が安定して供給されている。 

・雨水浸水の起きにくい下水道等が整備され、衛生的な生活環境が確保さ

れている。 

施策の内容 
上水道の整備や公共下水道、都市下水路の整備を計画的に進めるとともに、

公共下水道計画区域外における合併処理浄化槽への転換促進を図ります。 

 

（１）施策を推進するための事務事業 （9事業） 

事業名称 担当部署 
事業一覧 
掲載ページ 

八戸市公共下水道事業 下水道建設課 P 137 

農業集落排水事業 下水道建設課 P 137 

都市下水路整備事業 下水道施設課 P 137 

水道事業 水道安全対策事業(『安全』) 水道企業団 P 137 

水道事業 水道施設耐震化事業(『強靭』) 水道企業団 P 137 

水道事業 水道施設・管路更新事業(『持続』) 水道企業団 P 137 

水道事業 お客様サービス向上事業(『連携』) 水道企業団 P 138 

合併処理浄化槽設置整備事業 下水道業務課 P 138 

し尿処理事業 
（広域）八戸環境 

クリーンセンター 
P 138 

 

（２）市民アンケートの結果  

【設問】市民が安全で良質な水を安定的に利用できるとともに、生活排水や雨水が適切に

処理されるよう、上下水道等の整備が図られている。 

 

 

【参考】満足度（「満足」と「やや満足」を合わせた割合）の順位 4 位／全 55 問 

※「判断できない」と「無回答」を除いて集計したもの  
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（３）進行管理指標の動向  
 

①上水道の耐震化率 資料：八戸圏域水道企業団（各年度集計） 

指標の定義：上水道管路の耐震化率（耐震管延長／管路延長） 

（単位：％） 

 

②下水道の普及率 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：行政人口のうち、下水道を使用できる人の割合 

（単位：％） 

 

③水洗化率 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：下水道を使用できる人口のうち、実際に下水道に接続している人の割合 

（単位：％） 

 

  

44.8 45.3

0.0

50.0

100.0

R3 R4 R5 R6 R7 R8

66.1 67.8

0.0

50.0

100.0

R3 R4 R5 R6 R7 R8

83.8 83.1

0.0

50.0

100.0

R3 R4 R5 R6 R7 R8



 

14 

④合併処理浄化槽の補助基数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：各年度における合併処理浄化槽設置補助金交付基数 

（単位：基） 

 

（４）施策の進行状況に対する市の自己評価  

  ｂ．順調に進んでいる 

 

（自己評価の理由） 

 水道施設耐震化事業（強靭）及び水道施設・管路更新事業（持続）

は、財政負担を軽減するため、計画期間（R１～10 年度）全体での事

業の平準化を図りながら計画的に進めており、管路の耐震化率は順調

に増加している。 

 都市下水路に関しては、予定された区間の整備が完了しているほか、

下水道の普及においては、社会資本整備総合交付金も活用して整備を

進めており、順調に進んでいる。 
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（５）施策に対する委員会の評価  

 □ Ａ．市の自己評価が妥当と考える 

 □ Ｂ．市の自己評価が妥当でないと考える 

 

※Ｂとする場合には、次の４区分から委員会の評価を選定してください 

 □ ａ．非常に順調に進んでいる 

 □ ｂ．順調に進んでいる 

 □ ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 □ ｄ．順調に進んでいないため、改善の必要がある 

 

（６）施策を推進するための委員会からの意見  

施策を推進するための委員会からの意見 

・ 

 

・ 

 

・ 
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施策５．公園・緑地の整備 

目 指 す 姿 
・自然や緑に触れ合える公園や緑地が整備され、潤いのある暮らしが確保

されている。 

施策の内容 
公園・緑地における施設の長寿命化やバリアフリー化を図るとともに、持

続的な維持管理体制の構築に取り組みます。 

 

（１）施策を推進するための事務事業 （7事業） 

事業名称 担当部署 
事業一覧 
掲載ページ 

緑化事業（草花配布事業） 公園緑地課 P 139 

公園施設長寿命化事業 公園緑地課 P 139 

こどもの国大型複合遊具設置事業 公園緑地課 P 139 

館鼻公園整備事業 公園緑地課 P 139 

長根公園再編事業 公園緑地課 P 139 

地域の安全・安心見守り活動推進事業（公園） 公園緑地課 P 139 

都市公園整備事業 公園緑地課 P 140 

 

（２）市民アンケートの結果  

【設問】市民が自然や緑に触れ合うことにより、潤いのある生活を送れるよう、公園・緑

地の整備が図られている。 

 

 

 

【参考】満足度（「満足」と「やや満足」を合わせた割合）の順位 10 位／全 55 問 

※「判断できない」と「無回答」を除いて集計したもの 
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（３）進行管理指標の動向  
 

①人口一人当たりの公園面積 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：人口一人当たりの都市公園面積 

（単位：㎡／人） 

 

②公園施設の利用者数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：八戸公園（植物公園・こどもの国）、館鼻公園（グレットタワーみなと）の入場

者数 

（単位：人） 

 

③公園施設の改築・更新率 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：公園施設長寿命化計画に基づき改築・更新した公園施設の割合（累計改築済み

公園施設数／改築が必要な公園施設数） 

（単位：％） 
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（４）施策の進行状況に対する市の自己評価  

  ｂ．順調に進んでいる 

 

（自己評価の理由） 

 都市公園の整備を順次進め、令和４年度は新たに１か所整備するなど

人口一人当たりの公園面積は年々増加している。 

 コロナ渦における行動制限が緩和されたことに伴い、公園施設の利用

者数は順調に回復している。 

 公園施設の改築について、長寿命化計画に基づいた更新に加え、定期

点検等により異常が発見された緊急性のある施設は、公園利用者等の

安全を第一に考え、優先的に改築を実施しており、適切な維持管理に

努めている。 

 

（５）施策に対する委員会の評価  

 □ Ａ．市の自己評価が妥当と考える 

 □ Ｂ．市の自己評価が妥当でないと考える 

 

※Ｂとする場合には、次の４区分から委員会の評価を選定してください 

 □ ａ．非常に順調に進んでいる 

 □ ｂ．順調に進んでいる 

 □ ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 □ ｄ．順調に進んでいないため、改善の必要がある 

 

（６）施策を推進するための委員会からの意見  

施策を推進するための委員会からの意見 

・ 

 

・ 

 

・ 
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施策６．墓地・斎場の整備 

目 指 す 姿 
・多様なニーズや老朽化に対応した墓地や斎場が整備され、市民が生涯に

わたって安心して暮らせる環境が確保されている。 

施策の内容 

多様化する市民ニーズに応じた市営霊園の計画的な整備を進めるととも

に、適正な維持管理に取り組みます。また、老朽化や増大する施設需要に

対応した斎場の計画的な整備を推進するとともに、適正な維持管理に取り

組みます。 

 

（１）施策を推進するための事務事業 （3事業） 

事業名称 担当部署 
事業一覧 
掲載ページ 

斎場運営事業 市民課 P 141 

市営霊園管理事業 市民課 P 141 

合葬墓整備事業 市民課 P 141 

 

（２）市民アンケートの結果  

【設問】市民が安心して市営霊園や斎場を利用できるよう、墓地・斎場の整備が図られて

いる。 

 

 

 

【参考】満足度（「満足」と「やや満足」を合わせた割合）の順位 3 位／全 55 問 

※「判断できない」と「無回答」を除いて集計したもの 
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（３）進行管理指標の動向  
 

①市営霊園使用予約の待機者数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：墓地区画使用予約待機者数 

（単位：人） 

 

②市外斎場使用助成金の交付額 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：市外斎場使用助成金の交付実績 

（単位：円） 

 

（４）施策の進行状況に対する市の自己評価  

ｂ．順調に進んでいる 

 

（自己評価の理由） 

 市営霊園使用予約の待機者数が減少傾向となっているが、市合葬墓の

申請受付開始や墓じまい、県外在住者が住所地の墓地へ改葬するケー

スが増えたことなどにより、提供可能な墓地区画数が増加したことが

主な要因と考えられる。 

 市外斎場使用助成金は、市斎場での火葬を希望したにもかかわらず、

死亡の日から５日間、火葬予約が満杯であった場合や災害等により利

用できなかった場合、市外斎場を利用した際に交付される制度である

が、市斎場においては、増加する火葬件数への対応や施設の長寿命化

を図るため、高性能な火葬炉の入れ替えや火葬予約システムの導入に

より、火葬業務の効率化や市民ニーズへの対応が図られていることか

ら、令和２年度以降交付実績がない状況である。 

 今後も多様化する市民ニーズに応じた市営霊園の計画的な整備、老朽

化や施設需要に対応した斎場の計画的な整備を推進する。 
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（５）施策に対する委員会の評価  

 □ Ａ．市の自己評価が妥当と考える 

 □ Ｂ．市の自己評価が妥当でないと考える 

 

※Ｂとする場合には、次の４区分から委員会の評価を選定してください 

 □ ａ．非常に順調に進んでいる 

 □ ｂ．順調に進んでいる 

 □ ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 □ ｄ．順調に進んでいないため、改善の必要がある 

 

（６）施策を推進するための委員会からの意見  

施策を推進するための委員会からの意見 

・ 

 

・ 

 

・ 
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■ 施策の方向性Ⅱ 市内外の移動手段を確保する 

施策１．地域公共交通の維持 

目 指 す 姿 
・わかりやすく利用しやすい地域公共交通ネットワークが構築され、多く

の市民や当市への来訪者に利用されている。 

施策の内容 
持続可能な地域公共交通網を形成するとともに、利用者ニーズに対応した

地域公共交通の利便性向上を図ります。 

 

（１）施策を推進するための事務事業 （11 事業） 

事業名称 担当部署 
事業一覧 
掲載ページ 

南郷コミュニティ交通事業 南郷事務所 P 142 

高齢者バス特別乗車証交付事業 高齢福祉課 P 142 

障がい者バス特別乗車証交付事業 障がい福祉課 P 142 

八戸市地域公共交通網形成計画推進事業 政策推進課 P 142 

八戸圏域地域公共交通計画推進事業 政策推進課 P 142 

バス路線維持対策補助事業 政策推進課 P 143 

高齢者等ＩＣカード導入サポート事業 政策推進課 P 143 

エコ定期発行事業 交通部 P 143 

エコパスポート発行事業 交通部 P 143 

運行路線・ダイヤ編成 交通部 P 143 

バスロケーションシステムの運用 交通部 P 144 
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（２）市民アンケートの結果  

【設問】市民や当市への来訪者が市内を円滑に移動できるよう、地域公共交通の維持が図ら

れている。 

 

 

【参考】満足度（「満足」と「やや満足」を合わせた割合）の順位 20 位／全 55 問 

※「判断できない」と「無回答」を除いて集計したもの 

 

（３）進行管理指標の動向  
 

①市内鉄道駅の乗車人数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：各年度末の市内鉄道駅の乗車人数（八戸駅、本八戸駅、鮫駅の合計） 

※鉄道事業者が公表する駅別乗車人数から市が算出 

（単位：万人） 
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②市民一人当たりの年間平均路線バス利用回数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：各年度における市民一人当たりの年間平均市営バス利用回数 

（年間輸送人員/年度末人口） 

（単位：回） 

 

③バス特別乗車証の交付者数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：高齢者及び障がい者へのバス特別乗車証の交付人数の合計 

（単位：人） 
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（４）施策の進行状況に対する市の自己評価  

  ｂ．順調に進んでいる 

 

（自己評価の理由） 

 八戸市地域公共交通網形成計画及び八戸圏域地域公共交通網形成計画

に基づき、利便性向上に向けたバスマップ等を作成したほか、市営バ

ス・南部バス共通バスロケーションシステム構築等の支援を行った。 

 運行路線・ダイヤ編成事業において、コロナ禍よる運転手不足で通常

ダイヤで運行できない期間が生じたものの、運行間隔や運行経路の見

直しにより、運行効率と利便性の両立に向けたダイヤ編成を行ったこ

とで、年間平均路線バスの利用回数は概ね横ばいとなっている。 

 南郷コミュニティ交通事業においては、概ね前年度並みの利用者数を

確保しながら運行できており、令和５年度も事業の周知を図り、地域

住民の移動手段を確保していく。 

 バス特別乗車証は、障害者手帳所持者（うち約３割）や高齢者の方に

活用いただいているが、コロナ禍で外出を控えた方が多かったことで

交付者数が減少したものと推測しており、令和５年度は利用者の増加

に向けて、無償で特別乗車証を交付する事業を実施しているところ。 

 

（５）施策に対する委員会の評価  

 □ Ａ．市の自己評価が妥当と考える 

 □ Ｂ．市の自己評価が妥当でないと考える 

 

※Ｂとする場合には、次の４区分から委員会の評価を選定してください 

 □ ａ．非常に順調に進んでいる 

 □ ｂ．順調に進んでいる 

 □ ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 □ ｄ．順調に進んでいないため、改善の必要がある 

 

（６）施策を推進するための委員会からの意見  

施策を推進するための委員会からの意見 

・ 

 

・ 

 

・ 
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施策２．広域公共交通の充実 

目 指 す 姿 
・当市と国内各地との交流を支える広域公共交通ネットワークが構築さ

れ、多くの交流が行われている。 

施策の内容 
陸、海、空の広域公共交通の利用を促進するとともに、地域公共交通との

乗継利便性向上の取組や乗継環境の整備を推進します。 

 

（１）施策を推進するための事務事業 （4事業） 

事業名称 担当部署 
事業一覧 
掲載ページ 

鉄道の充実・利用促進事業 政策推進課 P 145 

航空路の充実・利用促進事業 政策推進課 P 145 

運行路線・ダイヤ編成 交通部 P 145 

八戸駅前東口広場整備事業 都市政策課 P 145 

 

（２）市民アンケートの結果  

【設問】市民や当市への来訪者が当市と国内各地を円滑に移動できるよう、広域公共交通の

充実が図られている。 

 

 

 

【参考】満足度（「満足」と「やや満足」を合わせた割合）の順位 21 位／全 55 問 

※「判断できない」と「無回答」を除いて集計したもの 
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（３）進行管理指標の動向  
 

①八戸・主要都市間の主要交通機関の便数 

（新幹線：八戸―東京） 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：新幹線 八戸ー東京の各年 4 月 1 日の往復便数 

（単位：便） 

 

②八戸・主要都市間の主要交通機関の便数 

（新幹線：八戸―仙台） 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：新幹線 八戸ー仙台の各年 4 月 1 日の往復便数 

（単位：便） 

 

③八戸・主要都市間の主要交通機関の便数 

（新幹線：八戸―新函館北斗） 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：新幹線 八戸ー新函館北斗の各年 4 月 1 日の往復便数 

（単位：便） 
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④八戸・主要都市間の主要交通機関の便数 

（航空機：三沢―東京） 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：航空機 三沢ー東京の各年 4 月１日の往復便数 

（単位：便） 

 

⑤八戸・主要都市間の主要交通機関の便数 

（航空機：三沢―大阪） 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：航空機 三沢ー大阪の各年 4 月１日の往復便数 

（単位：便） 

 

⑥八戸・主要都市間の主要交通機関の便数 

（航空機：三沢―札幌） 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：航空機 三沢ー札幌の各年 4 月１日の往復便数(金・土・日のみ運航) 

（単位：便） 
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⑦八戸・主要都市間の主要交通機関の便数 

（フェリー：八戸―苫小牧） 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：フェリー 八戸－苫小牧の各年 4 月１日の往復便数 

（単位：便） 

 

⑧八戸・主要都市間の主要交通機関の便数 

（フェリー：八戸―室蘭） 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：フェリー 八戸－室蘭の各年 4 月１日の往復便数 

（単位：便） 

 

⑨JR 八戸駅新幹線の乗車人数 資料：東日本旅客鉄道㈱（各年度集計） 

指標の定義：各年度の JR 八戸駅における一日平均の新幹線乗車人数 

（単位：人／日） 
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（４）施策の進行状況に対する市の自己評価  

  ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 

（自己評価の理由） 

 関係協議会等への負担金拠出を通じて、三沢空港利用促進のための旅

行商品造成やプロモーション事業を行ったほか、鉄道利用促進のため

の、マイレール事業等や交通事業者への各種要望活動を行った。 

 国土交通省が開催する「羽田発着枠政策コンテスト」の結果を受け

て、三沢-羽田線が１便増便となり、計４便運航となっていたものにつ

いて、令和７年３月 29 日までの運航継続が決定した。 

 新型コロナウイルスの影響により、ビジネスや観光の移動が控えられ

たことにより、運行本数が減便されたと考えられるが、新型コロナウ

イルスも５類へ移行されたことを踏まえて、運行便数復活に向けて、

県等の関係機関との連携を進めるとともに、運行事業者と協議を行い

たい。 

 八戸駅前東口広場整備事業においては、令和４年度に基本計画の策定

が完了し、今後整備に着手していく予定としている。 

 

（５）施策に対する委員会の評価  

 □ Ａ．市の自己評価が妥当と考える 

 □ Ｂ．市の自己評価が妥当でないと考える 

 

※Ｂとする場合には、次の４区分から委員会の評価を選定してください 

 □ ａ．非常に順調に進んでいる 

 □ ｂ．順調に進んでいる 

 □ ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 □ ｄ．順調に進んでいないため、改善の必要がある 

 

（６）施策を推進するための委員会からの意見  

施策を推進するための委員会からの意見 

・ 

 

・ 

 

・ 
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政策６ 
「八戸らしさ」を活かす 

（政策分野：シティプロモーション・観光・国際交流） 

 
＜基本的な考え方＞ 

当市には、三陸復興国立公園に指定されている種差海岸や、ユネスコ無形文化遺産である

八戸三社大祭、当市発祥のＢ－１グランプリでゴールドグランプリを受賞した八戸せんべい

汁など、当市ならではの個性豊かな地域資源が数多くあります。 

これらの地域資源が有する「八戸らしさ」を活かすことは、八戸の知名度向上や市民の当

市への愛着や誇りの醸成を促し、市民はもとより国内外の人々の当市への関心を高めること

につながるとともに、交流人口の増加や関係人口及び定住人口の創出・拡大に結びつき、当

市を多くの人を惹きつける魅力あふれるまちへと発展させます。 

これまで、当市では、「八戸らしさ」を有する地域資源の価値を高めるため、地域の農水産

物のブランド化を推進するとともに、史跡・名勝の整備保全、国内外に誇る有形・無形の文

化財の保存・活用に取り組んできました。 

また、国内外に当市の魅力を広めるため、ＳＮＳなどの多様な媒体を活用した魅力発信や、

豊かな自然や祭り、歴史・文化、食を活かした観光ＰＲの推進、観光客の受入体制の充実、海

外都市等との交流促進に取り組んできました。 

そのような中、令和 3（2021）年度に史跡是川石器時代遺跡が、「北海道・北東北の縄文遺

跡群」の構成資産として世界遺産に登録されたことは、市民の当市への誇りの醸成につなが

るとともに、国内外から多くの人々が当市を訪れる大きな好機となります。 

今後は、これらの地域資源が有する価値を一層高め、当市の魅力をより国内外に広めるこ

とで、市民の当市への愛着や誇りの更なる醸成を図るとともに、交流人口の増加や関係人口

及び定住人口の創出・拡大につなげることが重要です。 

このようなことから、当市では、八戸ブランドの確立や史跡・名勝・文化財の保存・整備・

活用を図り、地域資源の価値を高めるとともに、国内外にその魅力を広めるため、シティプ

ロモーションや観光地域づくりの推進、国際交流の促進を図ります。 

 

＜ 施策の体系 ＞ 
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■ 施策の方向性Ⅰ 価値を高める 

施策１．八戸ブランドの確立 

目 指 す 姿 
・八戸ブランドが多くの人々に認知されている。 

・八戸ブランド商品が国内外に数多く流通している。 

施策の内容 
八戸ブランド商品の開発支援や商標登録の促進を図るとともに、八戸ブラ

ンド商品が有する価値や魅力の積極的なＰＲに取り組みます。 

 

（１）施策を推進するための事務事業 （8事業） 

事業名称 担当部署 
事業一覧 
掲載ページ 

知的財産権対策支援事業 商工課 P 146 

中小企業振興補助金交付事業 商工課 P 146 

農業新ブランド育成事業 農業経営振興センター P 146 

南郷新規作物研究事業 農業経営振興センター P 146 

水産物流通加工振興事業 水産事務所 P 147 

Ｂｕｙはちのへ運動普及啓発推進事業 商工課 P 147 

ナニャドヤラ廻道ふるさとフェスタ開催事業 商工課 P 147 

農産物等販売促進事業 農業経営振興センター P 147 

 

（２）市民アンケートの結果  

【設問】八戸せんべい汁や八戸前沖さばなどの八戸ブランドが広く認知され、八戸ブランド

商品が国内外に数多く流通するよう、八戸ブランドの確立が図られている。 

 

 

【参考】満足度（「満足」と「やや満足」を合わせた割合）の順位 6 位／全 55 問 

※「判断できない」と「無回答」を除いて集計したもの  
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（３）進行管理指標の動向  
 

①商標権に関する相談件数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：知的財産権対策支援事業で対応した商標に関する相談のうち、八戸市内の企業

等から寄せられたもの 

（単位：件） 

 

②八戸ワインの製造本数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：八戸ワインの製造本数 

（単位：本） 

 

③種差海岸インフォメーションセンターの来館者数 資料：環境省（各年度集計） 

指標の定義：種差海岸インフォメーションセンターの来館者数 

（単位：人） 
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④蕪島休憩所の来館者数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：蕪島休憩所の来館者数 

（単位：人） 

 

 

（４）施策の進行状況に対する市の自己評価  

  ｂ．順調に進んでいる 

 

（自己評価の理由） 

 商標権に関する弁理士への相談件数が増加しており、地元企業による

ブランディングが着実に行われている。 

 農産物の面では、糠塚きゅうり等の八戸農作物の PR などを目的に、八

戸ハマリレーションプロジェクトとの共催による「八戸夏やさいマル

シェ」を初開催したほか、国の交付金を活用し、ワイン用ブドウ苗木

約 2,700 本の購入や、ぶどう雨よけ施設、ワイン醸造設備導入支援を

行うなど、八戸ブランド商品の流通に資する取組を展開した。 

 水産物の面では、令和４年度に水産加工試作品製造支援事業補助金で

２件の事業を採択し、水産加工品の開発を支援した他、八戸前沖さば

ブランド推進事業補助金により八戸前沖さばブランドの販路拡大等に

係る取組を支援した。 
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（５）施策に対する委員会の評価  

 □ Ａ．市の自己評価が妥当と考える 

 □ Ｂ．市の自己評価が妥当でないと考える 

 

※Ｂとする場合には、次の４区分から委員会の評価を選定してください 

 □ ａ．非常に順調に進んでいる 

 □ ｂ．順調に進んでいる 

 □ ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 □ ｄ．順調に進んでいないため、改善の必要がある 

 

（６）施策を推進するための委員会からの意見  

施策を推進するための委員会からの意見 

・ 

 

・ 

 

・ 
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施策２．史跡・名勝・文化財の保存・整備・活用 

目 指 す 姿 

・文化財等が適切に保存され、その文化的価値が確実に継承されていると

ともに、市民の保護意識が高まっている。 

・文化財等が地域資源として活用されていることで、国内外からの来訪者

が増加している。 

施策の内容 
文化財等の適切な保存・整備や活用、確実な継承に取り組むとともに、文

化財等が有する魅力を国内外に発信します。 

 

（１）施策を推進するための事務事業 （20 事業） 

事業名称 担当部署 
事業一覧 
掲載ページ 

史跡等標示事業 社会教育課 P 148 

史跡等環境整備事業 社会教育課 P 148 

名勝種差海岸保護事業 社会教育課 P 148 

天然記念物蕪島ウミネコ繁殖地保護事業 社会教育課 P 148 

民俗芸能の夕べ開催事業 社会教育課 P 148 

文化財の保存・活用事業 社会教育課 P 149 

文化財保護管理事業 社会教育課 P 149 

八戸三社大祭のユネスコ無形文化遺産 PR 事業 社会教育課 P 149 

八戸圏域文化財魅力発信事業 社会教育課 P 149 

是川縄文の里整備事業 是川縄文館 P 149 

八戸市内遺跡発掘調査事業 是川縄文館 P 150 

埋蔵文化財の保存・活用事業 是川縄文館 P 150 

古文書解読・保存事業 図書館 P 150 

文化財の収集・保存・調査 博物館 P 150 

史跡等環境整備事業 博物館 P 150 

指定・認定文化財保存活用事業 博物館 P 151 

無形民俗文化財後継者養成事業 社会教育課 P 151 

指定文化財管理事業 社会教育課 P 151 

是川縄文館特別展・体験学習等開催事業 是川縄文館 P 151 

博物館各種展覧会・体験学習等開催事業 博物館 P 152 
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（２）市民アンケートの結果  

【設問】文化財等が魅力ある地域資源として活用され、国内外から来訪者が増加するよう、

史跡・名勝・文化財の保存・整備・活用が図られている。 

 

 

【参考】満足度（「満足」と「やや満足」を合わせた割合）の順位 14 位／全 55 問 

※「判断できない」と「無回答」を除いて集計したもの 

 

（３）進行管理指標の動向  
 

①国・県・市指定文化財数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：市内に所在する国・県・市指定文化財の件数 

（単位：件） 

 

②史跡の公有化率 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：史跡是川石器時代遺跡（219,008.95 ㎡）に対する公有化率 

（単位：％） 
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③補助金の交付団体数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：「八戸市無形民俗文化財等保護事業費補助金交付要領」「清水寺観音堂指定文化

財管理事業補助金交付要領」に基づく補助金交付決定（額の確定）数 

（単位：団体） 

 

④特別展等の入場者数 

（博物館・南郷歴史民俗資料館） 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：博物館・南郷歴史民俗資料館が開催する特別展・企画展の入場者数 

（単位：人） 

 

⑤特別展等の入場者数（是川縄文館） 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：是川縄文館が開催する特別展・企画展の入場者数 

（単位：人） 
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（４）施策の進行状況に対する市の自己評価  

  ｂ．順調に進んでいる 

 

（自己評価の理由） 

 新型コロナウイルスの影響により活動に支障をきたしていた民俗芸能

団体に対し、臨時的な補助金を交付して活動を適切に支援したことに

より、文化財の保存継承に貢献できた。 

 博物館においては、Ｒ３年度は新型コロナ感染拡大のため臨時休館が

あり、企画展「八戸の災害」がオンラインでの開催、「えんぶり展」・

「ひな人形展」は開催中止となったが、Ｒ４年度は臨時休館もなく、

当初予定した特別展・企画展についても、感染拡大対策を講じながら

すべて実施している。 

 図書館における古文書解読・保存事業では、『八戸藩遠山家日記』第

11 巻（シリーズ最終巻）を刊行したほか、郷土に関する資料 126 点の

収集を進めた。 

 「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界遺産登録により、史跡是川石

器時代遺跡の保護への理解が深まり、史跡公有化の協力が得られ、来

場者も増加傾向となっている。 

 

（５）施策に対する委員会の評価  

 □ Ａ．市の自己評価が妥当と考える 

 □ Ｂ．市の自己評価が妥当でないと考える 

 

※Ｂとする場合には、次の４区分から委員会の評価を選定してください 

 □ ａ．非常に順調に進んでいる 

 □ ｂ．順調に進んでいる 

 □ ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 □ ｄ．順調に進んでいないため、改善の必要がある 

 

（６）施策を推進するための委員会からの意見  

施策を推進するための委員会からの意見 

・ 

 

・ 

 

・ 
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■ 施策の方向性Ⅱ 魅力を広める 

施策１．シティプロモーションの推進 

目 指 す 姿 
・市民が当市への愛着と誇りを持ち、多くの市外居住者が当市を訪れ、関

係人口及び定住人口が増えている。 

施策の内容 

地域資源の魅力を発信するとともに、移住相談体制の充実を図ります。ま

た、首都圏の交流拠点である「8base」を活用した八戸圏域の魅力発信や関

係人口の創出・拡大に取り組み、移住促進を図ります。 

 

（１）施策を推進するための事務事業 （10 事業） 

事業名称 担当部署 
事業一覧 
掲載ページ 

ふるさと寄附金ＰＲ事業 広報統計課 P 153 

八戸特派大使事業 広報統計課 P 153 

シティプロモーション推進事業 広報統計課 P 153 

マスコットキャラクター事業 広報統計課 P 153 

全国メディアへの情報配信事業 広報統計課 P 153 

八戸ウェルカムチケット配付事業 広報統計課 P 154 

八戸市スポーツ大使事業 広報統計課 P 154 

VISIT はちのへ活動支援事業 観光課 P 154 

移住・交流促進事業 広報統計課 P 154 

八戸都市圏交流プラザ運営事業 観光課 P 155 
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（２）市民アンケートの結果  

【設問】市民が当市への愛着と誇りを持つとともに、市外からの来訪者・移住者が増えるよ

う、シティプロモーションが推進されている。 

 

 

【参考】満足度（「満足」と「やや満足」を合わせた割合）の順位 49 位／全 55 問 

※「判断できない」と「無回答」を除いて集計したもの 

 

（３）進行管理指標の動向  
 

①八戸市公式ＳＮＳの登録者数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：八戸市公式 SNS（ツイッター、フェイスブック、ライン）の登録者数 

（単位：人） 

 

②ＳＮＳから市ホームページへのアクセス数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：SNS（市以外の個人も含む）から市ホームページにアクセスされた件数 

（単位：件） 
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（４）施策の進行状況に対する市の自己評価  

  ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 

（自己評価の理由） 

 八戸市のイベント情報や季節に応じた魅力を発信することで、市公式

SNS の登録者数は増加している。 

 指標②の SNS から市ホームページへのアクセス数減少については、令

和３年度は新型コロナウイルス関連情報へのアクセスが非常に多かっ

たのに対し、令和４年度は、徐々に感染者数等に関する情報への関心

が低下し、コロナウイルス関連情報へのアクセス数が減少したことに

起因すると考える。 

 八戸都市圏交流プラザ運営事業では、日比谷 OKUROJI 内に入居する

「8base」の運営を行っており、新型コロナウイルス感染症の影響で令

和３年度に一部延期・中止していたファンミーティングを再開し、予

定していた全 10 回全てを開催したほか、圏域市町村の観光を PR する

プロモーションイベントや、圏域事業者による展示即売も実施した。 

 今後も、SNS による地域のイベントや市の取組など魅力ある情報発信

を継続するとともに、首都圏におけるイベント等を通じた市の魅力発

信に努めていく。 

 

（５）施策に対する委員会の評価  

 □ Ａ．市の自己評価が妥当と考える 

 □ Ｂ．市の自己評価が妥当でないと考える 

 

※Ｂとする場合には、次の４区分から委員会の評価を選定してください 

 □ ａ．非常に順調に進んでいる 

 □ ｂ．順調に進んでいる 

 □ ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 □ ｄ．順調に進んでいないため、改善の必要がある 

 

（６）施策を推進するための委員会からの意見  

施策を推進するための委員会からの意見 

・ 

 

・ 
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施策２．観光地域づくりの推進 

目 指 す 姿 
・多くの観光客が当市を訪れ、おもてなしの心を持った市民の活動や受入

体制の充実により、観光客の満足度が高まっている。 

施策の内容 

外国人観光客を含めた観光客の受入体制の充実を図るとともに、種差海岸

周辺や中心市街地等における観光関連施設の整備・運営に取り組みます。

また、八戸ならではのイベントへの支援や、周辺自治体や VISIT はちのへ

との連携による誘客促進、「はっち」や「8base」における観光誘客を図り

ます。 

 

（１）施策を推進するための事務事業 （17 事業） 

事業名称 担当部署 
事業一覧 
掲載ページ 

八戸ポータルミュージアム事業 八戸ポータルミュージアム P 156 

種差海岸遊覧・日曜朝市循環バス運行事業 観光課 P 156 

種差海岸 PR 促進事業 観光課 P 156 

三陸ジオパーク推進事業 観光課 P 156 

VISIT はちのへ活動支援事業 観光課 P 156 

観光施設管理運営事業 観光課 P 157 

観光地施設整備事業 観光課 P 157 

観光案内所運営事業 観光課 P 157 

旧柏崎小学校跡地広場整備事業 観光課 P 157 

水産科学館管理運営事業 観光課 P 158 

八戸三社大祭 PR 事業 観光課 P 158 

八戸えんぶり PR 事業 観光課 P 158 

青函圏観光都市連携事業 観光課 P 158 

はちとま観光ＰＲ事業 観光課 P 159 

南郷ジャズフェスティバル開催支援事業 南郷事務所 P 159 

物産販売促進事業 観光課 P 159 

八戸都市圏交流プラザ運営事業 観光課 P 160 
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（２）市民アンケートの結果  

【設問】多くの観光客が当市を訪れ、受入体制や観光資源の魅力により、観光客の満足度が

高まるよう、観光地域づくりが推進されている。 

 

 

【参考】満足度（「満足」と「やや満足」を合わせた割合）の順位 42 位／全 55 問 

※「判断できない」と「無回答」を除いて集計したもの 

 

（３）進行管理指標の動向  
 

①市民ガイド団体による観光ガイド案内人数 資料：（一財）VISIT はちのへ（各年度集計）  

指標の定義：八戸さんぽマイスター、是川縄文館ボランティアガイド、根城史跡ボランティ

アガイドの案内人数 

（単位：人） 
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45 

 

②VISITはちのへホームページへのアクセス数 資料：（一財）VISIT はちのへ（各年度集計）  

指標の定義：（一財）VISIT はちのへホームページへのアクセス数（PV 数） 

（単位：PV） 

 

 

③八戸三社大祭及び八戸えんぶりの入込客数 資料：（一財）VISIT はちのへ（各年度集計）  

指標の定義：八戸三社大祭期間中（前後夜祭を含む）及び八戸えんぶり期間中の入込客数 

（単位：万人） 

 

 

④八戸ポータルミュージアムの入館者数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：八戸ポータルミュージアムの入館者数 

（単位：人） 
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（４）施策の進行状況に対する市の自己評価  

  ｂ．順調に進んでいる 

 

（自己評価の理由） 

 令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響で中止となった八戸え

んぶりについて、令和４年度は例年とほぼ同様の形で開催し、入込客

数はコロナ禍前（令和元年度 250,000 人）から 46,000 人増加した。 

 また、令和４年度はコロナウイルスによる公共施設の臨時休館がな

く、三社大祭の一部開催や、はちのへホコテン等のイベントの開催に

より、はっちへの来館者数も増加している。 

 南郷ジャズフェスティバルは令和元年度に開催して以来、令和４年度

もコロナ禍の影響で中止を余儀なくされたが、令和５年度は開催復活

にふさわしい人気、実力のあるアーティストを迎え、第 31 回目として

４年ぶりに開催する。 

 上記以外にも、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で中止されてい

たイベント等が再開される傾向にあることから、施策１でも記載した

8base 関連の取組も含め、観光誘客に向けた取組を推進していく。 

 

（５）施策に対する委員会の評価  

 □ Ａ．市の自己評価が妥当と考える 

 □ Ｂ．市の自己評価が妥当でないと考える 

 

※Ｂとする場合には、次の４区分から委員会の評価を選定してください 

 □ ａ．非常に順調に進んでいる 

 □ ｂ．順調に進んでいる 

 □ ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 □ ｄ．順調に進んでいないため、改善の必要がある 

 

（６）施策を推進するための委員会からの意見  

施策を推進するための委員会からの意見 

・ 

 

・ 

 

・ 
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施策３．国際交流の促進 

目 指 す 姿 
・姉妹・友好都市やその他の海外都市との相互理解が深まっており、当市

の魅力が広まっている。 

施策の内容 

姉妹・友好都市・その他の海外都市との相互理解の深化や国際交流の機会

を活用した魅力発信を推進するとともに、海外の交流団の受入れや外国人

住民との交流の機会を活用した魅力発信に取り組みます。 

 

（１）施策を推進するための事務事業 （3事業） 

事業名称 担当部署 
事業一覧 
掲載ページ 

地域国際化団体支援事業 市民連携推進課 P 161 

海外都市等交流事業 市民連携推進課 P 161 

青少年海外派遣交流事業 教育指導課 P 161 

 

（２）市民アンケートの結果  

【設問】姉妹・友好都市やその他の海外都市との相互理解が深まるとともに、当市の魅力が

国外に広まるよう、国際交流の促進が図られている。 

 

 

 

【参考】満足度（「満足」と「やや満足」を合わせた割合）の順位 44 位／全 55 問 

※「判断できない」と「無回答」を除いて集計したもの 
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（３）進行管理指標の動向  
 

①青少年海外派遣交流事業における 

延べ派遣国数及び受入国数 資料：八戸市（各年度集計） 

指標の定義：青少年海外派遣交流事業において派遣した延べ国数及び受入れした述べ国数 

（単位：か国） 

 

（４）施策の進行状況に対する市の自己評価  

  ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 

（自己評価の理由） 

 コロナ禍の影響により、海外都市との交流やイベント等の実施には制

限があったものの、地域国際化団体支援事業については、予定どおり

実施し、各団体において各種交流事業の実施など、有意義に活用され

ていることを確認している。 

 青少年海外派遣交流事業については、新型コロナウイルス感染症の影

響や社会情勢により事業が中止となっているが、安全・安心な交流が

できると判断される場合は、速やかな事業再開を目指す。 
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（５）施策に対する委員会の評価  

 □ Ａ．市の自己評価が妥当と考える 

 □ Ｂ．市の自己評価が妥当でないと考える 

 

※Ｂとする場合には、次の４区分から委員会の評価を選定してください 

 □ ａ．非常に順調に進んでいる 

 □ ｂ．順調に進んでいる 

 □ ｃ．概ね順調に進んでいるが、改善の余地がある 

 □ ｄ．順調に進んでいないため、改善の必要がある 

 

（６）施策を推進するための委員会からの意見  

施策を推進するための委員会からの意見 

・ 

 

・ 

 

・ 

 

 

 

 


